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く
り
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バ
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ザ
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け
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画
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
０
３
５
６

（
協
働
推
進
課
住
民
協
働
係
☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
４
）

ま
ち
ア
ド
通
信

まちづくり講演会が開催されました

【まちづくりアドバイザーとは】　播磨町では、多様化・複雑化する地域の課題やニーズに、より細かく対応するため、
2020年度より「まちづくりアドバイザー」を配置しています。自治会活動やコミュニティ活動、自主的なまち
づくり活動について専門的な視点から支援します。

　
８
月
27
日
に
ま
ち
づ
く
り

講
演
会
が
中
央
公
民
館
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
っ
た
ま
ち
づ

く
り
講
演
会
の
テ
ー
マ
は

「
こ
れ
か
ら
の
播
磨
町
の
ま

ち
づ
く
り
〜
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る

〜
」
で
し
た
。
講
師
に
は
、

２
月
に
開
催
し
た
職
員
研
修

会
で
も
話
題
提
供
い
た
だ
い

た
、
柏
木
登
起
さ
ん
（
一
般

財
団
法
人 

明
石
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
創
造
協
会
　
常
務
理
事
）

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
45
人
の
参
加
者
が
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
播
磨
町
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
、

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
は
、
人
口
の

変
化
に
よ
っ
て
社
会
の
状
況

が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
や
播

磨
町
で
は
こ
れ
か
ら
高
齢
化

率
が
上
が
っ
て
い
く
こ
と
を

前
提
に
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

に
は
「
楽
し
い
」
や
「
気
に

な
る
」
を
き
っ
か
け
に
自
分

の
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め

る
ま
ち
づ
く
り
が
大
切
だ
と

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
は
、
立
場
や
所

属
を
問
わ
ず
に
話
し
合
え
る

場
が
大
切
で
す
。
今
後
も
、

こ
の
よ
う
な
学
ぶ
機
会
や
話

し
合
え
る
機
会
を
積
み
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
中
で
、
住

民
・
地
域
・
企
業
・
行
政
等
、

播
磨
町
に
関
わ
る
人
や
団
体

が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い

く
こ
と
が
播
磨
町
の
ま
ち
づ

く
り
に
と
っ
て
大
切
で
す
。▲学ぶ機会を積み重ねよう

　
播
磨
町
で
は
２
０
２
２
年
５
月
に
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
宣

言
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
住

民
も
行
政
も
一
緒
に
な
っ
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、
話
し
合
い

の
場
や
学
ぶ
機
会
を
作
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の

一
つ
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
の
レ
ポ
ー
ト
で
す
。

▼
注
意
事
項

・
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

・
お
住
ま
い
の
地
区
以
外
の
会

場
に
も
参
加
可
能
で
す
が
、

会
場
に
よ
り
定
員
が
異
な
る

た
め
、
状
況
に
よ
り
、
他
日

程
へ
の
ご
参
加
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
各
会
場
へ
は
自
転
車
ま
た
は

徒
歩
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。
）

　
私
は
播
磨
町
郷
土
資
料
館
で
主
に
文
化

財
の
保
護
と
啓
発
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

休
日
と
も
な
れ
ば
多
く
の
家
族
連
れ
が
見

学
に
来
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
親
子
で
見
学

す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
29
年
度
に
実
施
さ
れ
た
学
力
調
査

の
結
果
と
保
護
者
に
対
す
る
調
査
の
結
果

を
関
連
付
け
る
報
告
書
に
よ
る
と
、
親
が

子
ど
も
を
小
さ
い
と
き
か
ら
博
物
館
・
図

書
館
等
の
文
化
施
設
に
連
れ
て
行
く
機
会

が
多
い
と
、
子
ど
も
の
学
力
が
高
い
と
い

う
結
果
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
心
理
学
者
は
、

親
子
で
文
化
施
設
に
出
か
け
る
こ
と
で
知

的
好
奇
心
が
刺
激
さ
れ
、
後
の
学
習
意
欲

に
つ
な
が
る
か
ら
だ
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
非
認
知
能
力
も
育
ち
ま
す
。
非
認

知
能
力
と
は
、
主
体
性
や
人
と
関
わ
る
力
、

感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
な
ど
を
言

い
ま
す
。
博
物
館
で
の
学
習
は
、
子
ど
も

の
意
欲
面
に
働
き
か
け
る
こ
と
か
ら
こ
の

非
認
知
能
力
の
育
成
に
関
係
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
る
研
究
で
は
、
子
ど
も
が
一
人
や
友

だ
ち
同
士
よ
り
、
親
子
で
見
学
す
る
方
が

展
示
室
で
の
滞
在
時
間
が
長
い
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
大
切

な
こ
と
は
親
子
の
会
話
で
す
。
親
が
子
ど

も
に
対
し
て
「
あ
れ
見
な
さ
い
」「
こ
れ
も

見
た
方
が…

」
と
い
う
親
主
導
型
の
会
話

は
子
ど
も
の
自
発
性
を
妨
げ
ま
す
。
そ
れ

よ
り
も
子
ど
も
の
興
味
が
あ
る
と
こ
ろ
で
、

親
が
説
明
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
、
展
示
に

対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、「
こ
の
土
器
ど
う

や
っ
て
使
っ
た
の
か
な
」
な
ど
と
質
問
す

る
こ
と
で
子
ど
も
の
自
由
な
思
考
を
促
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
文
化
施
設
で
大
き
な
声
は
出
せ
ま
せ
ん

が
、
親
子
で
の
楽
し

い
会
話
は
、
き
っ
と

子
ど
も
た
ち
の
興
味

関
心
を
引
き
出
す
事

で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
、

親
子
で
博
物
館
に
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
当
日
は
、
ご
自
身
の
体
調
確

認
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
予

防
対
策
を
徹
底
の
う
え
、
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
企
画
グ
ル
ー
プ
（
企
画
課
秘
書
広
報
係
）
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町
長
と
語
ろ
う
　
　オ
ー
プ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
広
報
は
り
ま
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。
こ
の
「
楽
屋

裏
」
の
あ
る
ペ
ー
ジ
よ
り
後
ろ

の
ペ
ー
ジ
は
横
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
よ
り
後
ろ
（
ｐ

10
以
降
）
は
、
裏
表
紙
か
ら
め

く
っ
て
読
む
と
、
よ
り
読
み
や

す
い
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
１
日
、
播
磨
町
は
こ
れ

ま
で
の
グ
ル
ー
プ
制
か
ら
部
・

課
・
係
に
組
織
が
変
わ
り
ま
す
。

今
月
は
新
旧
両
方
の
窓
口
の
名

称
と
電
話
番
号
を
併
記
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
10
月
１
日
以
降
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
以
外
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
変
わ
り

ま
す
。
し
ば
ら
く
は
新
旧
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
混
在
が
見
ら
れ
ま

す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。（

宮
）

親
子
で
博
物
館
へ
行
こ
う

井
上  

珠
彦

播
磨
町
郷
土
資
料
館
　
館
長

　
町
長
が
住
民
の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
の
機
会
を
持
ち
、
今
後
の
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
す
た
め
、
各
コ
ミ
セ
ン
で
オ
ー
プ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

　
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
播
磨
町
の
未
来
に
つ
い
て
、
住
民
、
地
域
、
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
語
り
ま
し
ょ
う
。

▶開催日程

10月８日（土）
10：00～11：30
10月15日（土）
10：00～11：30
10月19日（水）
18：30～20：00
10月26日（水）
18：30～20：00

南部コミセン
☎079-436-4110
東部コミセン
☎078-943-6611
西部コミセン
☎079-436-9900
野添コミセン
☎078-943-4825

約100人

約  30人

約  50人

約100人

日時 場所 備考（定員目安）

▲８月末までに渡した名刺は400枚以上

　私の名刺には、一
度お会いしたら忘れ
られないように、私
の顔写真を大きく入

れています。播磨町はコンパクトなまちですが、
私は体も大きく、顔も大きいため、この名刺は
かなりインパクトがあるようで、お渡しした方
は皆、名刺を二度見しながら笑顔になってくれ
ます。
　播磨町長に就任させていただいて以来、たく
さんの方にお会いさせていただきました。官公
庁において、国会議員、国家公務員、県会議員、
県職員、兵庫県下の首長、各市町村職員の方々、
金融機関の方々、町内の企業の方々等、そして
住民の皆様。初めてお会いする方も以前からよ
く知る方も、播磨町のこれからについて様々な
知恵とお力をいただいています。
　播磨町は５月に「協働のまちづくり宣言」を
行い、町の未来に向かって、みんなで考え、みん
なで話し合い、みんなの力を合わせた「協働の
まちづくり」を推進していきます。
　８月27日に開催した「まちづくり講演会」に
は私自身も参加しました。その席でも申し上げ
ましたが、これからのまちづくりの課題につい
て、行政だけでは解決できないことが増えてき
ています。これからは、住民、企業、議会、行政
などが一丸となって『ワンチームはりま』でま
ちづくりを進めていきたいと考えていますの
で、是非皆様のご協力をお願いいたします。
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